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吋
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。

一
外
か
ら
参
拝
祥
が
集
ま
り
賑
わ

１
い
を
兇
せ
て
い
ま
し
た
。

名
物
と
な
っ
た
”
イ
タ
ヲ

《
の
Ⅱ
寄
せ
も
地
蔵
堂
の
裏
側
で

』
行
わ
れ
、
イ
タ
コ
の
周
り
に
雌

ま
る
参
拝
客
は
「
死
荷
と
の
対

話
」
に
す
す
り
泣
き
、
ロ
ー
ソ

一
岬
抄
州
州
岬
峠
叩
岬
準
錐
胡
挫

口一一一一一一一一一一一ニューユユユーーーユ且

（1） 第164号

伽94．11

’ ’
|IⅡⅡ1111ⅡllIlll

凧mWmi
-

礪応
■ﾛ
ﾛ■■Ⅱ■



金…木翼…だ認囲魂…よ…り魂趣爽典典典典翼翼夷

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
●
●
●

只
今
特
訓
中
：吟ｆ

利
用
度
高
ま
る

ヘー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ド
ラ
イ
プ
サ
ー
プ
が
来
た
。
艇
業
者
ト
レ
ー
一
一
ン
グ
セ
ン

「
エ
イ
ッ
ご
と
回
転
し
・
ン
Ｉ
プ
タ
ー
は
、
自
然
休
従
村
雛
備
鞭

で
受
け
、
ト
ス
を
上
げ
る
。
ア
業
に
よ
り
昨
年
述
設
さ
れ
、
四

タ
ッ
カ
ー
が
ジ
ャ
ン
プ
し
、
ビ
月
中
旬
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来

シ
シ
と
い
う
音
と
同
時
に
棚
手
み
な
ざ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま

コ
ー
ト
に
ボ
ー
ル
が
突
き
刺
さ
す
。
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
、
背
年

る
。
マ
マ
さ
ん
た
ち
の
目
に
も
団
、
空
手
愛
好
者
、
柔
道
、
剣

と
ま
ら
ぬ
早
技
が
続
き
、
息
は
逆
な
ど
で
セ
ン
タ
ー
の
日
程
表

ず
む
声
が
体
育
室
中
に
こ
だ
ま
は
い
つ
も
枇
配
。
日
咄
日
に
は

す
る
。
小
学
生
が
こ
ぞ
っ
て
集
ま
っ
て●

く
る
と
か
。

披
備
に
は
シ
ャ
ワ
ー
室
も
更

衣
室
の
と
な
り
に
あ
り
、
練
習

で
か
い
た
汗
を
流
せ
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
は
暇
房
用
の
ボ
イ

ラ
ー
を
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
使
用
期
間
を
検
討

中
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
要

望
と
し
て
、
使
用
し
た
器
具
は

き
ち
ん
と
も
と
へ
返
す
、
支
柱

を
使
用
す
る
時
は
床
に
キ
ズ
を

つ
け
な
い
よ
う
に
菰
を
つ
け
る

節
屯
を
心
が
け
る
、
巡
助
靴
を

は
い
て
述
助
す
る
、
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
。

み
ん
な
の
セ
ン
タ
ー
で
す
。

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

識今
年
も
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
字
ど
お
り
金
木
が
唯
ん
だ
作
家

チ
ッ
ク
が
四
月
か
ら
オ
ー
プ
ン
太
宰
袖
の
一
生
を
現
わ
し
た
も

し
て
い
ま
す
。
も
う
ご
ら
ん
に
の
で
す
。
そ
の
中
で
人
気
の
あ

な
り
ま
し
た
か
。
る
の
が
、
「
腕
白
ロ
ー
プ
ウ
ェ

金
木
駅
か
ら
束
へ
叫
・
六
峰
イ
」
「
芦
野
公
閲
ボ
ー
ト
遊
び

大
東
ヶ
丘
の
は
ず
れ
に
地
没
さ
」
「
金
木
川
つ
り
怖
」
「
奴
別

れ
た
『
野
街
場
』
の
附
榊
施
役
リ
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
で
す
。

が
そ
れ
で
す
。
現
代
っ
子
の
特
徴
と
し
て
体
一

二
卜
血
ポ
イ
ン
ト
、
六
何
Ｍ
力
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
｜

の
こ
の
ア
ス
レ
チ
ヅ
ク
は
、
太
わ
ん
ぱ
く
教
育
で
ｆ
供
ら
を
殿
一

幸
コ
ー
ス
と
名
付
け
ら
れ
、
文
え
な
お
し
て
は
い
か
が
・
：
…
。

●

道
路
も
整
備
き
れ
ま
し
た
↑
ず

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
で

体
を
き
た
え
よ
う

旧
局

函

ｰ

り

ゅ

9 ▽

℃

私
た
ち
は
、
毎
Ｈ
の
生
活
の

な
か
で
い
ろ
い
ろ
な
文
辞
を
作

っ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
な
か
に
は
印
紙

税
が
か
か
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
が
か
か
る
文
件
は
、

械
収
件
や
契
約
件
・
手
形
・
商

品
券
・
航
金
征
佛
・
判
取
帳
・

委
係
状
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
繩
噸

が
あ
り
、
ま
た
、
印
紙
税
額
も

俄
金
鉦
件
や
姿
征
状
な
ど
の
よ

う
に
一
通
又
は
一
冊
ご
と
に
定

狐
の
も
の
と
、
契
約
将
や
弧
収

井
な
ど
の
よ
う
に
紀
雌
さ
れ
た

金
細
で
税
額
が
異
な
る
も
の
と

が
あ
り
ま
す
。

印
紙
税
は
、
文
井
を
作
っ
た

人
が
定
め
ら
れ
た
収
入
印
紙
を

そ
の
文
井
に
は
り
、
文
件
と
印

紙
の
呵
方
に
か
か
る
よ
う
に
消

印
し
て
納
め
ま
す
。

ま
た
、
収
入
印
紙
を
は
る
必

要
の
あ
る
文
俳
に

①
収
入
印
紙
を
は
ら
な
か
っ
た

と
き
②
少
な
い
金
紙
の
も
の
を
は
っ

て
い
た
と
き

③
消
印
を
し
な
か
っ
た
と
き
、

は
、
過
怠
税
（
岐
低
丘
ｎ
円
）

が
か
か
り
ま
す
。
な
お
、
印
紙

領
収
書
や
契
約
書
と

印
紙
税

（2）
I
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金…木…だ麓腿…よ…り …亜醒】唖

今
年
度
の
行
政
協
力
姿
ｕ
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

会
及
宮
崎
初
太
郎

刑
会
陛
金
三
郎
、
木
下
俊

蔵
、
三
上
菊
次
郎

〈
金
木
〉
（
本
町
）
外
崎
慶
造

（
栄
町
）
松
江
正
太
郎
（
田
町

）
小
野
正
昭
（
南
新
町
）
山
崎

昭
二
（
上
山
道
町
）
白
川
昭
男

（
中
山
進
町
）
金
三
郎
（
下
山

道
町
）
小
野
元
端
（
美
峅
町
）

須
崎
寅
雄
、
白
川
勝
征
（
昭
和

町
一
区
）
対
馬
兼
正
（
同
二
区

）
小
林
輝
男
（
神
明
町
一
区
）

町
内
会
や
宴
会
の
席
、
あ

る
い
は
家
に
立
ち
寄
っ
た
折

な
ど
意
外
と
苦
悩
や
ら
要
望

蛎
項
を
沢
山
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
中
に
は
幾
年
も
前

か
ら
抱
い
て
い
た
困
り
ご
と

等
も
、
そ
の
際
開
襟
さ
れ
ま

す
。
も
っ
と
早
く
耳
に
入
っ

五

や
あ
倫
棋
で
イ

十
四
年

行
政
協
力
委
員決
ま
る

度

て
い
た
ら
、
も
っ
と
早
く
爽

施
で
き
た
の
に
Ｉ
と
い

う
悌
柄
も
あ
り
ま
す
。
投
井

輔
、
地
誌
や
手
紙
、
血
接
お

い
で
に
な
る
な
ど
、
蝿
か
で

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
、
ど

し
ど
し
御
意
兇
や
苦
怖
を
お

伝
え
下
さ
い
。

山
崎
惣
三
郎
（
阿
二
区
）
安
川

滴
光
（
州
日
町
一
区
）
阿
部
繁

論
（
川
二
区
）
灯
木
脆
兜
（
北

斬
町
）
淘
怖
勝
摘
（
小
川
町
一

区
）
加
餌
谷
正
三
（
川
二
区
）

価
山
光
延
（
米
町
）
松
江
一
雄

〈
川
端
町
）
徳
田
陀
二
（
＃
町

）
帳
元
昭
造
（
芦
野
町
）
鈴
木

又
好
（
浦
町
）
睦
尾
推
政
（
斬

揃
町
）
山
田
秀
雄
（
岩
松
町
一

区
）
野
宮
真
一
（
岡
二
区
）
工

藤
金
臓
（
同
三
区
）
工
喋
義
則

（
同
四
区
）
白
川
比
雄
（
兇
崎

町
）
金
本
正
三
（
三
川
町
）
内 ●

川
勝
雄
（
ｋ
沢
部
）
ｎ
川
Ｆ
代

作
（
ド
沢
部
）
内
川
蒐
造
（
旭

ケ
脈
川
地
）
梶
浦
咄
二
（
大
束

ケ
ー
此
）
古
川
淀
沽
（
旭
野
川
地

）
冊
隆
久
叫
（
庁
野
川
地
一
区

）
に
膝
勝
栄
（
Ｍ
二
Ⅸ
）
成
川

沖
伐〈
蒔
田
〉
（
ｋ
腓
川
）
片
川
川

昭
（
ド
腓
川
）
川
中
慌
三

〈
神
原
〉
〈
神
脈
）
前
川
似
一

〈
藤
枝
〉
（
止
膿
枝
）
Ｋ
膿
鮮

四
郎
（
小
膝
枝
）
正
膿
タ
マ
（

下
膿
枝
）
工
藤
良
付

く
川
倉
〉
（
甥
の
川
一
三
淵
森

厳
（
休
下
）
白
川
久
慶
（
向
道

）
泉
谷
イ
マ
（
女
坂
）
中
谷
係

一
（
上
字
川
野
）
中
谷
一
郎
（

下
字
田
野
）
中
谷
幸
江
子

〈
嘉
瀬
〉
（
雲
雀
野
団
地
）
神

品
俊
治
（
束
町
）
木
立
忠
政
（

上
小
栗
崎
）
松
川
術
論
（
中
小

栗
崎
）
神
脇
忠
雄
（
下
小
柴
崎

）
松
川
良
論
（
上
派
立
）
沢
田

術
伐
（
中
派
立
）
中
村
兜
論
（

下
派
立
）
木
下
俊
厳
（
上
斬
町

）
松
川
正
衛
（
下
新
町
）
今
雑

作
（
上
昭
和
町
）
沢
川
幸
八
郎

（
下
昭
和
町
）
白
川
正
巾
（
本

町
）
原
田
滴
滴
（
冷
水
）
今
灘

代
沽
（
叩
町
）
山
中
徳
一
（
畑

中
）
秋
元
淌
逸
（
後
町
）
山
中

伊
次
郎
（
上
古
町
）
山
中
武
迪

（
下
古
町
）
平
川
常
丸
（
新
城

町
）
状
叱
惣
之
巡
（
斬
拠
町
）

小
山
内
等
（
上
鍛
摘
町
｝
木
下

全
（
下
鍛
愉
町
）
水
付
繁
允

〈
中
柏
木
〉
（
ｔ
中
柏
木
）
外

岫
吹
二
郎
（
ド
中
柏
木
）
閥
村

秀
兜〈
喜
良
市
〉
（
史
牲
部
消
一
膿

本
秀
雄
（
内
器
兄
町
）
地
価
繁

旺
（
収
器
兄
町
）
小
野
艮
格
（

ふ
だ
ん
み
な
ざ
ん
か
賊
班
し

て
い
る
田
民
年
金
や
棚
坊
保
鮠

の
械
立
余
は
、
地
″
価
と
し
て

町
の
偲
雄
の
黄
金
に
触
壷
き
れ

ま
す
。
で
す
か
ら
、
み
な
さ
ん

の
お
金
で
挙
校
や
川
地
か
挫
て

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

血
卜
三
年
度
で
は
、
棚
助
侃

（
金
木
統
合
小
学
校
）

く
ら
し
に
役
立
つ

簡
保
・
年
金
か
ら
の

●
林
町
一
西
村
昭
八
（
野
崎
三
禺

岫
初
太
郎
（
北
本
町
言
１
帳
武

弾
（
ド
派
』
坐
三
上
菊
次
郎
（

吐
派
〃
二
大
慨
唯
一
（
燗
本
町

）
奈
良
帷
雄
（
上
柏
木
）
卯
藤

弥
一
郎
（
ド
柏
木
）
中
村
利
求

（
ド
町
）
今
兵
八
郎
（
川
端
町

一
今
爪
雄
（
収
雌
町
）
岡
川
適

雄険
の
融
資
で
町
常
余
水
川
地
・

叫
良
巾
小
雑
技
給
食
施
殺
・
金

木
統
合
小
学
校
・
腱
業
荷
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
、
ま
た

川
雌
年
金
の
触
街
で
金
木
輔
一

保
育
所
が
そ
れ
ぞ
れ
述
投
さ
れ

み
な
さ
ん
に
利
川
さ
れ
て
い
ま

一
○

（
喜
良
市
小
給
食
施
設
）

,舳

資

悦
は
、
文
件
の
標
題
や
名
称
に

関
係
な
く
、
そ
の
内
容
で
Ⅱ
断

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
点

は
川
所
川
脱
悦
勝
所
や
税
務
杣

淡
宗
に
お
‐
部
ね
ド
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
住
所

支
払
機
関
が
変
っ
た
ら

す
ぐ
に
手
続
き
を

年
金
を
受
け
て
い
る
人
が
、

雌
所
や
年
金
を
受
け
取
る
銀
行

郷
仙
岫
を
変
史
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
「
住
所
、
支
払
機
関
変

史
冊
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。

》
｝
の
冊
を
忘
れ
た
り
、
遅
れ

た
り
し
ま
す
と
、
年
金
の
支
払

月
に
な
っ
て
も
支
払
の
通
知
件

か
柵
か
な
か
っ
た
り
、
年
金
の

受
収
り
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

刷
州
川
祇
は
、
祉
会
保
険
蛎

務
所
や
、
役
場
町
民
課
に
術
え

て
あ
り
ま
す
。

提
川
先
は
次
の
通
り
で
す
。

①
と
齢
、
通
算
老
齢
年
金
に

つ
い
て
は

収
京
郁
杉
並
区
商
井
戸
西
３

～
５
～
型
社
会
保
険
庁
年
金

保
険
部
業
勝
第
２
課
宛

②
そ
の
他
、
障
害
、
母
ｒ
な

ど
の
年
金
に
つ
い
て
は

ｊ

役
場
町
民
裸
岡
民
年
金
係
宛

（3）
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金…木…だ麓魂…よ…り

田
中
千
春

四
月
十
二
日
、
七
時
三
十
分

金
木
消
防
署
か
ら
の
出
迎
え
の

単
に
乗
り
込
み
、
私
は
一
日
消

防
士
と
し
て
の
一
歩
を
ふ
み
出

し
た
。
消
防
署
に
到
諦
し
、
頭

の
先
か
ら
足
の
先
ま
で
消
防
士

の
制
服
に
滴
が
え
る
と
、
確
か

に
制
服
が
大
き
す
ぎ
て
決
し
て

キ
リ
ッ
と
し
た
様
子
は
な
い
が

何
か
自
分
が
本
城
の
消
防
士
に

な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
緊

張
や
不
安
と
い
う
よ
り
も
ウ
キ

ウ
キ
し
た
も
の
が
私
に
は
先
だ

っ
て
い
た
。

勤
務
交
代
と
い
う
こ
と
で
二

階
か
ら
降
り
外
に
出
る
と
、
も

う
消
防
将
貝
の
人
達
が
署
長
さ

ん
を
前
に
、
横
に
一
列
に
並
ん

私
の
体
験

｜
日
消
防
士
に
な
っ
て

で
い
た
。
さ
す
が
に
本
職
と
い

う
こ
と
で
胸
を
雛
り
、
脂
先
を

の
ば
し
、
き
び
き
び
と
し
た
態

度
で
規
律
正
し
い
。
帆
、
に
こ

や
か
に
「
お
は
よ
う
〕
と
あ
い

さ
つ
を
し
て
く
だ
っ
た
人
と

は
別
人
の
よ
う
に
思
え
る
。
点

呼
を
終
え
、
そ
の
場
で
辞
令
を

受
け
一
日
消
防
士
を
命
じ
ら
れ

た
後
、
車
両
点
検
を
行
っ
た
。

叶
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の

車
両
点
検
は
一
日
に
四
度
も
行

っ
て
い
る
そ
う
だ
。
い
つ
で
も

い
ざ
と
い
う
と
き
出
動
で
き
る

よ
う
細
心
の
体
制
が
で
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
私
達
の
知

ら
な
い
小
さ
な
こ
と
で
も
こ
れ

ほ
ど
心
く
ば
り
が
な
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
感
心
し
た
。

次
に
、
放
水
訓
練
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
防
火
衣
を

身
に
つ
け
る
と
、
そ
の
砿
さ
で

グ
ッ
と
川
か
ら
下
へ
崩
れ
て
い

く
よ
う
な
気
さ
え
し
た
。
泉
谷

君
と
ホ
ー
ス
を
手
に
持
ち
、
収

碓
に
水
を
か
け
る
体
制
を
作
る●

ホ
ー
ス
に
水
が
通
る
と
急
に
重

く
な
り
、
ホ
ー
ス
ど
こ
ろ
か
内

分
が
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、

署
貝
の
人
に
も
手
伝
っ
て
い
た

だ
き
、
ま
ず
ま
ず
の
成
功
だ
っ

た
よ
う
に
思
え
た
。
し
か
し
、

こ
れ
が
実
際
の
火
僻
現
場
で
あ

れ
ば
、
よ
ほ
ど
の
体
力
を
消
耗

す
る
だ
ろ
う
し
、
人
命
を
救
助

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
変
な

仕
蛎
だ
。
本
当
に
蚊
が
下
が
る

思
い
で
あ
る
。

放
水
訓
練
の
後
、
通
偲
室
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
に

は
い
た
ず
ら
迩
括
を
し
た
人
と

か
、
あ
わ
て
て
場
所
を
言
い
忘

れ
た
人
の
た
め
に
逆
探
知
が
取

り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
い
ろ
い

ろ
な
説
明
で
な
る
ほ
ど
、
と
思

い
、
万
全
な
装
樅
に
心
強
い
感

じ
が
し
た
。
そ
の
後
、
将
隆
さ

ん
の
お
話
を
伺
い
、
資
料
を
見

せ
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
本

部
に
向
か
う
こ
と
に
し
、
金
木

将
を
あ
と
に
し
た
。

中
吸
に
あ
る
本
部
に
到
蒋
す

る
と
、
ま
ず
本
部
庁
舎
を
兇
学

し
た
。
か
な
り
設
備
も
終
い
、

環
境
も
よ
く
明
る
い
感
じ
が
し

て
立
派
で
あ
る
。
程
遠
の
町
の

金
木
群
は
、
碓
か
に
こ
れ
ほ
ど

立
派
で
は
な
か
っ
た
が
、
小
の

手
入
れ
な
ど
に
関
し
て
は
、
光

分
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
は
な

か
っ
た
だ
ろ
う
か
、
な
ど
と
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
、
各
部
屋
を

回
っ
た
。
縦
会
室
に
入
り
、
碓

蝿
地
区
の
火
災
の
実
態
や
原
因

に
つ
い
て
活
を
伺
い
、
今
度
は

禰
田
市
の
火
災
の
様
子
の
ス
ラ

イ
ド
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
。

刈
面
が
写
る
と
そ
こ
に
は
も
う

も
う
と
燃
え
上
が
る
炎
が
鮮
明

に
焼
き
つ
い
て
い
た
。
し
か
し

そ
の
炎
の
中
で
汕
防
士
達
は
、

私
達
住
民
の
生
命
を
守
り
火
災

と
格
闘
す
る
の
だ
。
自
分
の
任

務
を
果
た
す
た
め
、
こ
ん
な
に

ご
苦
労
な
仕
悔
な
ん
だ
と
忍
識

さ
せ
ら
れ
た
気
が
し
、
と
川
時

に
そ
の
勇
敢
さ
に
鮪
い
た
。

そ
の
後
ア
ン
ケ
ー
ト
調
在
を

行
っ
た
の
だ
が
、
私
は
普
段
、

私
な
り
の
注
意
と
心
櫛
え
を
持

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
そ
ん
な

消
防
署
員
に
間
接
的
に
も
協
力

し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
う

れ
し
く
感
じ
た
。

昼
食
を
い
た
だ
い
た
後
に
も

消
火
器
の
繩
類
や
用
途
な
ど
詳

し
く
わ
か
り
や
す
く
脱
明
し
て

下
さ
っ
た
。
そ
ん
な
中
で
私
は

い
つ
の
間
に
か
火
災
や
汕
防
に

関
す
る
関
心
と
ま
た
、
消
防
将

ｕ
に
対
す
る
傭
細
心
と
い
う
も

の
が
尚
ぶ
っ
て
い
っ
た
よ
う
に

泉
谷
賢
一
一

四
月
十
二
日
、
僕
は
一
日
だ

け
の
消
防
士
に
な
っ
た
。

帆
早
く
学
校
に
き
た
。
す
る

と
も
う
迎
え
の
単
が
き
て
い

た
の
で
さ
っ
そ
く
屯
に
乗
っ
た
。

収
の
中
で
は
、
も
し
わ
か
ら
な

い
よ
う
な
こ
と
を
剛
か
れ
た
ら

ど
う
し
よ
う
か
と
い
う
不
安
と

あ
っ
ち
に
い
っ
た
ら
こ
ん
な
こ

と
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
な
ど
と

い
ろ
い
ろ
な
想
像
で
早
く
も
緊

雌
し
て
い
た
。

●
思
え
る
。

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た

本
部
の
将
長
ざ
ん
を
は
じ
め
、

署
只
の
人
達
に
あ
い
さ
つ
を
し

帰
る
こ
と
に
し
た
。
帰
り
の
ジ

ー
プ
の
中
で
私
は
一
日
消
防
士

と
し
て
の
こ
の
日
を
、
ゆ
っ
く

り
と
ま
た
思
い
出
し
て
い
た
。

予
想
以
上
の
消
防
鰐
の
仕
事
の

亜
大
さ
、
手
と
り
足
と
り
親
切

に
脂
導
し
て
く
れ
、
群
旦
と
私

述
と
の
ひ
と
つ
の
和
の
よ
う
な

消
防
署
へ
つ
く
と
、
本
物
の

消
防
士
と
側
じ
服
を
着
、
同
じ

靴
を
は
い
た
。
そ
し
て
消
防
ｔ

さ
ん
と
朝
会
に
で
た
。
そ
こ
で

僕
は
と
て
も
感
心
し
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
消
防
士
の

い
う
言
葉
、
あ
い
さ
つ
、
号
令

態
度
が
、
き
び
き
び
し
て
と
て

も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。

ぶ
じ
朝
会
も
終
っ
た
。
次
に

放
水
訓
練
を
し
た
。
い
が
い
と

ホ
ー
ス
は
亜
く
、
そ
の
上
、
防

火
只
を
芯
た
の
で
《
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
動
け
な
か
っ
た
。

放
水
訓
練
も
終
っ
て
、
次
は
署

内
の
す
ば
ら
し
い
設
備
を
見
せ

て
も
ら
ゅ
た
。
金
木
消
防
署
に

は
逆
探
知
と
い
う
も
の
が
あ
っ

て
、
火
蛎
だ
と
い
う
遮
鐇
が
き

も
の
を
見
い
出
し
た
こ
と
、
そ

し
て
思
い
も
よ
ら
ず
他
校
の
人

達
と
仲
良
く
な
れ
た
こ
と
、
そ

ん
な
一
コ
マ
一
コ
マ
が
、
一
つ

ず
つ
ゆ
っ
く
り
よ
み
が
え
っ
て

く
る
の
だ
。
今
回
の
一
日
消
防

士
で
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
も

賞
亜
な
体
験
が
で
き
た
し
、
消

防
と
い
う
仕
嘱
を
少
し
で
も
理

解
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
意

義
の
あ
る
一
日
で
あ
っ
た
と
思

竜
『
ノ
。
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金…木…だ翼圏翼…よ…り

て
蛎
件
の
お
き
た
場
所
を
茜
わ

な
い
時
、
こ
ち
ら
か
ら
逆
に
呼

び
出
し
て
現
場
を
確
腿
す
る
と

き
に
使
う
も
の
だ
そ
う
だ
。
ま

る
で
警
察
将
に
き
た
よ
う
だ
っ

た
。

十
時
に
中
里
の
本
部
へ
行
っ

た
。
そ
こ
で
渡
さ
れ
た
プ
リ
ン

ト
を
見
て
驚
い
た
。
汕
防
士
き

ん
は
、
早
く
い
え
ば
一
日
中
ね

む
っ
て
い
な
い
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
。
夜
の
十
時
か
ら
翌
朝
六

時
こ
ろ
ま
で
ね
る
時
間
だ
が
、

そ
の
間
も
火
轆
に
そ
な
え
て
す

ぐ
出
動
で
き
る
よ
う
に
仮
眠
の

状
態
で
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

消
防
士
と
い
う
も
の
は
大
変
な

仕
躯
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
ら
た

め
て
わ
か
っ
た
。

そ
の
後
、
映
画
を
見
て
昼
食

を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
少
し

休
み
を
と
っ
た
後
、
ま
た
況
明

を
剛
い
た
。
そ
の
説
明
か
ら
、

火
の
燃
え
る
三
原
則
な
ど
い
ろ

い
ろ
批
亜
な
こ
と
を
学
ん
だ
。

三
時
こ
ろ
迎
え
の
車
が
き
た

の
で
、
み
ん
な
に
あ
い
さ
つ
を

か
わ
し
て
車
に
乗
っ
た
。
中
里

の
本
部
で
消
火
器
の
実
施
訓
練

を
す
る
予
定
だ
っ
た
の
が
、
風

が
強
い
た
め
に
や
ら
れ
な
か
っ

た
の
が
心
の
こ
り
だ
っ
た
。

岐
後
に
、
火
事
と
い
う
も
の

中
村
ま
す
み

金
木
消
防
署
で
感
じ
た
の
は

朝
礼
が
と
て
も
規
律
正
し
く
、

車
の
点
検
に
し
て
も
非
常
に
厳

し
く
行
わ
れ
感
心
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
説

明
を
聞
き
、
実
際
の
消
火
作
業

を
体
験
し
、
亜
い
服
を
つ
け
て

の
行
動
は
、
と
て
も
た
い
へ
ん

で
し
た
。

中
里
の
本
部
へ
内
か
う
時
は

緊
張
が
ま
し
て
い
く
よ
う
で
す
。

本
部
で
は
た
く
さ
ん
の
職
貝
の

方
々
が
、
火
轆
の
原
因
と
か
概

況
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
り
、
消
火
器
の
使
い
方
を
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
一
般

に
発
生
す
る
火
事
の
こ
と
と
か

ま
た
、
家
庭
内
で
の
火
蛎
の
消

は
映
画
で
兄
た
と
お
り
恐
ろ
し

い
も
の
だ
。
で
す
か
ら
火
辨
を

お
こ
さ
な
い
よ
う
に
私
た
ち
一

人
一
人
が
日
ご
ろ
よ
く
火
の
元

に
注
通
し
、
火
嚥
を
お
こ
さ
な

い
よ
う
に
心
が
け
た
い
も
の
だ
。

鰹
つ

●

火
の
仕
方
な
ど
も
、
砿
が
つ
く

よ
う
に
な
り
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
髄
い
た
こ
と
は

滴
川
市
の
火
悌
に
つ
い
て
の
映

剛
を
見
せ
ら
れ
た
時
で
す
。
一

価
か
ら
発
生
し
た
火
で
も
、
ど

ん
ど
ん
広
が
り
、
と
て
も
恐
し

い
も
の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
山
形
雌
で
発
生
し
た
大

火
無
は
な
に
も
筑
仁
は
と
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
一
柵
の
映
呵
館

か
ら
川
た
火
が
ち
ょ
う
ど
風
の

Ⅶ
き
に
並
ん
で
い
る
崎
府
術
を

近
路
三
つ
Ⅲ
つ
も
通
り
越
し
て

焼
き
尽
く
し
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
大
火
ｆ
を
二
度
と
お
こ
し
た

く
な
い
も
の
で
す
。

実
際
火
蛎
と
い
う
も
の
を
体

験
し
た
人
で
な
け
れ
ば
怖
さ
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
私
自
身
、

一
日
汕
防
士
と
い
う
も
の
を
経

験
し
て
み
て
私
達
の
気
が
つ
か

な
い
と
こ
ろ
で
、
何
人
も
の
人

々
が
汗
を
流
し
て
い
る
の
だ
と

思
う
と
、
一
人
一
人
気
を
つ
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
火
の
な
い

所
で
も
火
蛎
の
お
こ
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
今
ま
で
の
状

況
で
は
、
タ
バ
コ
で
火
蛎
に
な

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
火
の
始

末
に
気
を
つ
け
て
火
張
を
な
く

す
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

鳴
海
智
宣

「
緊
推
》
と
に
か
く
僕
は
岐

初
か
ら
岐
後
ま
で
緊
推
し
て
い

ま
し
た
。

金
木
荊
防
群
に
到
済
し
、
制

服
に
箭
が
え
て
し
ま
う
と
帆
の

交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
僕
迷
が

兄
た
と
こ
ろ
で
は
、
帥
日
か
ら

二
十
四
時
間
勤
務
し
て
い
た
人

と
の
交
代
は
省
略
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
朝
の
交
代
の
と
き
僻
令

を
も
ら
い
ま
し
た
。

次
に
、
屯
括
で
火
蛎
で
す
と

だ
け
言
っ
て
切
っ
て
し
ま
う
人

が
い
る
の
で
、
そ
の
と
き
の
状

態
を
脱
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
逆
探
知
で
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
さ

な
く
て
も
そ
の
通
話
を
か
け
て

よ
こ
し
た
家
へ
岻
摘
が
い
く
の

で
便
利
だ
な
〕
と
思
い
ま
し
た
。

が
、
そ
れ
以
前
に
火
報
の
と
き

に
は
お
ち
つ
い
て
、
火
蛎
の
場

所
を
敬
え
て
か
ら
切
っ
て
欲
し

い
と
も
思
い
ま
し
た
。

そ
の
次
は
、
僕
に
と
っ
て
一
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●
爵
印
象
に
幾
つ
た
水
の
放
射
で
全
に
緊
張
し
て
し
ま
っ
て
、
途

し
た
。
二
人
で
し
っ
か
り
と
ホ
中
で
な
に
を
好
え
て
い
た
か
わ

ｌ
ス
を
掘
り
水
が
出
て
来
た
と
か
ら
な
く
な
っ
た
り
し
て
全
然

き
は
と
っ
て
も
面
白
か
っ
た
と
噛
問
ま
で
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

思
い
ま
す
。
た
。

そ
れ
が
終
っ
て
ま
た
渦
を
州
岐
後
に
消
防
苫
に
勤
め
て
い

い
て
か
ら
中
肌
の
消
防
本
部
へ
る
侍
さ
ん
人
変
ご
腓
労
様
で
す

行
き
ま
し
た
。
金
木
の
将
と
通
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

い
、
趣
物
も
新
し
く
思
っ
て
い
火
蛎
の
兇
川
り
な
ど
数
々
の
努

た
よ
り
も
大
き
い
も
の
で
し
た
力
を
知
っ
た
だ
け
で
も
大
変
勉

咋
介
を
兄
学
し
て
か
ら
フ
ィ
ル
強
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か

ム
を
兇
ま
し
た
が
、
あ
ん
な
に
救
急
単
出
動
の
原
則
、
火
災
の

大
き
な
火
蛎
に
な
る
前
に
ど
う
実
態
な
ど
の
資
料
な
ど
あ
り
が

し
て
州
す
｝
一
と
が
出
来
な
か
つ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
つ
ぱ

た
ん
だ
ろ
う
か
と
疑
問
に
思
う
い
て
す
。
火
術
の
お
そ
ろ
し
さ

二
と
も
少
し
あ
り
ま
し
た
。
侭
を
知
り
ま
し
た
。
や
は
り
消
防

食
の
時
は
他
校
の
生
徒
の
敵
も
将
と
い
う
も
の
は
淌
す
消
防
よ

お
ぼ
え
、
論
を
し
た
り
し
て
と
り
も
火
佃
を
お
こ
さ
な
い
消
防

て
も
楽
し
く
過
ご
せ
ま
し
た
。
と
い
う
消
防
署
で
あ
り
た
い
と

柵
火
器
の
使
い
方
の
と
こ
ろ
で
い
う
の
は
実
際
に
本
当
の
こ
と

本
当
に
外
へ
出
て
や
っ
て
み
た
で
こ
れ
か
ら
は
火
の
あ
と
始
末

か
つ
た
と
い
う
不
柵
が
残
り
ま
に
気
を
つ
け
て
火
躯
を
出
さ
な

し
た
。
蘭
疑
応
答
の
と
き
は
た
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

、
１
Ｆ
Ｂ
Ｉ
Ｆ
＄
『
１
Ｆ
・
ち
１
Ｆ
ｏ
１
ｚ
Ｊ
。
。
『
冊
〃
・
・
１
Ｆ
。
、
リ
グ
ｔ
Ｉ
ｆ
ｋ
１
Ｊ
ｋ
１
ｆ
・
’
１
“
ｆ
・
・
ロ
ー
ｆ
Ｌ
ｏ
１
Ｊ
ｋ
１
Ｊ
ｋ
１
Ｊ
・
も
０
〃
．
。
１
ノ
§
研
″
、
１
ｆ
Ｅ
１
Ｊ
３
１
Ｊ
Ｉ
１
ｆ
ｋ
Ｊ
Ｊ

C甲一寺■■■』声

群

曽
Ⅱ
〃
〃
・
も
Ｂ
Ｊ
ｒ
ｏ
Ｚ
↓
。
〃
も
■
１
Ｊ
ｒ
、
、
Ｊ
ｒ
今
も
１
”
Ｐ
ｒ
Ｅ
３
ｒ
〃
宮
・
・
１
Ｊ
〃
Ｌ
凸
Ｂ
Ｊ
Ｆ
４
１
Ｊ
″
１
１
５
〃
ｐ
Ｌ
１
８
〃
Ｐ
恩
も
Ｊ
グ
ー
ｑ
Ｊ
″
も
、
，
″
。
．
ｐ
で
■
が
。
ｌ
ｑ
Ｕ
〃
・
も
、
１
Ｊ
〃
＆
■
１
Ｊ
ｒ
も
Ｅ
３
ｃ
″
、
、
１
〃
〃
、
斗
○
Ｊ
〃
９
１
“
″
８
も
８
〃
〃

、,｡■U･ﾜー 、,｡■q･ U吟

花
火
は
お
と
な
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
ょ
う
。

椹
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ガ
ス
の
元
栓
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

空
気
が
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
火
の
元
に
は
じ
ゅ
う

ぶ
ん
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ッ
チ
一
本
火
事
の
も
と

〆■p姑 0■■■~ ■烏｡c･ﾏﾛ■－bﾛ､■■0周り｡a■｡bﾛ.ﾛ■･qp9■

…rー
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金…木…翼だ魂翼翼…よ…り翼癖涜趣錘迩

◎
金
木
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
フ
カ
ゆ
Ｌ

ら
中
央
公
雌
館
へ
、
油
台
一
台

ス
テ
ー
ジ
用
水
銀
灯
三
雌
二

心
呪
時
価
三
卜
〃
川
棚
喝
）
が

滞
岫
さ
れ
ま
し
た
。

寺
小
屋
と
小
学
校

生
前
の
父
か
ら
附
い
た
明
論
様
〃
と
敬
わ
れ
た
。
現
・
川
上
対

初
期
の
寺
小
雌
や
小
学
校
の
こ
賜
削
摘
氏
は
こ
の
人
の
雑
で
あ

と
な
ど
を
中
心
に
、
そ
の
当
時
る
。

の
こ
と
を
昨
い
て
み
よ
う
。

父
も
こ
の
″
に
淵
い
に
い
つ

廃
藩
後
の
明
滴
几
年
こ
ろ
、
た
が
、
紙
を
買
え
な
か
っ
た
の

不
動
林
に
寺
小
雌
を
開
い
て
、
で
オ
・
ン
キ
階
に
砂
を
。
へ
れ
て
、

部
藩
の
少
年
に
学
問
を
数
、
え
て
人
差
し
術
で
「
カ
ラ
ス
ノ
カ
、

い
た
吋
賜
徳
之
助
と
い
う
人
が
ス
ズ
メ
ノ
ス
」
と
抓
肌
き
糸
＃

・
↓
、
柔
、
つ

あ
っ
た
。
川
上
族
（
稚
帷
締
士
る
と
ま
た
腰
を
ゆ
す
っ
て
、
ざ

）
で
、
つ
れ
あ
い
の
方
は
川
会
ら
に
（
く
と
い
う
〃
法
で
あ
っ

雛
柵
士
の
な
が
れ
と
い
う
。
こ
た
と
い
う
。

の
人
は
村
の
子
供
ら
に
勉
強
を
一
年
ほ
ど
対
蝿
の
川
脇
に
洲

教
え
た
り
、
村
人
に
手
紙
を
件
う
と
、
学
制
発
布
に
な
っ
て
、

い
て
や
っ
た
り
、
ま
た
畔
風
を
金
木
八
幡
常
の
枕
木
干
彬
先
收

作
り
、
絵
も
件
く
な
ど
し
て
、
七
の
酢
小
雌
が
、
そ
の
ま
ま
余

村
人
た
ち
か
ら
〃
吋
賜
の
旦
朏
水
小
学
校
に
な
っ
た
。
父
は
し

蕊蕊 ：
＄

：
S
＄
駅！
ま
ち
の
話
題…

蕊 陥
川
肥
帖
氏
（
打
限
会
祉
ふ

く
だ
社
隆
一
よ
り
、
飛
地
公
剛

腱
唯
什
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
へ
、
催
し
一
く
じ
く
く
ひ
ば
の

淵
水
仙
卜
水
か
杼
岫
さ
れ
ま
し

た
。

あ
り
か
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

溌鰯；

(7)

●

椎
で
入
学
し
た
か
、
年
止
の
收

從
も
た
く
さ
ん
い
た
と
い
う
。

稚
校
の
窓
は
陣
・
』
紙
に
ロ
ー
ゾ

ク
を
噸
っ
て
明
り
を
と
っ
て
い

た
が
、
半
年
ほ
ど
し
て
ガ
ラ
ス

に
変
っ
た
。
内
山
と
い
う
先
唯

が
い
て
、
ガ
ラ
ス
と
は
敬
え
ず

ギ
ヤ
マ
ン
と
い
っ
た
。
。
』
供
ら

は
カ
ラ
ス
か
珍
し
く
、
忠
を
吹

き
か
け
脂
で
藩
井
を
し
た
か
、

判
と
し
て
投
巣
か
終
わ
る
ま
で

外
に
虻
た
せ
ら
れ
た
。
（
父
は

ギ
ヤ
マ
ン
と
↑
ヘ
ー
ス
ボ
ー
ル
と

い
う
．
．
》
・
胤
蝶
を
こ
の
内
山
先
唯
か

ら
は
じ
め
て
聞
い
た
の
を
忘
れ

な
か
っ
た
。
）
二
年
Ⅱ
に
体
操
が

Ⅲ
繩
に
な
り
、
境
内
に
出
て
オ

ィ
ヅ
チ
ニ
、
オ
イ
ヅ
チ
ニ
を
や

る
の
が
衆
し
み
だ
っ
た
そ
う
だ

そ
の
数
年
後
に
八
幡
内
境
内

（
尚
陥
沁
弥
氏
宅
の
災
あ
た
り

）
に
、
新
た
に
小
学
校
が
雌
て

ら
れ
た
。
こ
の
小
学
校
を
竿
堆

◎
付
政
州
淡
か
伽
川
５
の
つ
く

Ｈ
に
役
場
で
付
わ
れ
て
い
ま
す

ま
た
揃
時
、
州
淡
叫
の
川
村
雄

↑
」
・
ざ
ん
か
ｎ
℃
で
州
淡
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
菰
帷
に
ご

ｉ
ｌ
Ｊ
ｑ
４
Ｉ
ｊ
。
、
◎

洞
川
卜
さ
も

Ｒ
ｂ
■
刊
凸

〆
■

循
澱
服
鯏
蠅

７
レ
ド
イ
ズ
レ
樋
ワ

声
』

fb
1棚
力や

夫

診修
さ

将
乗
嘩
灸
そ
生

で
て
阻
童
徳

の
椎
八
生
に
賦
り
だ

己
ア
ノ
ノ
。

う
〆

酬
脚
ｕ
「

吻
目
イ
シ

● 今
月
の
テ
ー
マ

「
私
の
趣
味
・
夢
」

蒔
田
小
学
校
六
年
生
に
聞
く

lifillll'l)かリさ，

○
〃

柳

ｅ
●
●ユ

０

ｳ､わく≠ちちよみさん

（6）



金…木…だ翼…よ…り

し
た
父
は
、
”
角
様
〃
に
階
鈩

に
使
わ
れ
た
。
現
在
の
小
川
町

角
田
洋
品
店
角
田
蝿
之
助
氏
の

紳
柤
父
の
時
代
で
あ
る
。
角
様

の
屋
倣
は
南
新
町
一
緋
を
占
め

当
時
金
木
で
一
、
二
を
争
う
畿

商
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
分
角
様

の
旦
那
が
簡
用
の
た
め
カ
ゴ
に

乗
っ
て
弘
前
に
出
掛
け
た
時
ゞ

十
四
歳
の
少
年
の
父
が
小
荷
物

を
卿
に
カ
ゴ
に
付
添
い
、
弘
前

ま
で
歩
い
て
い
っ
た
と
い
う
。

父
は
初
め
て
兄
る
弘
前
の
町
が

あ
ま
り
賑
や
か
な
の
で
び
っ
く

り
し
、
も
の
み
な
珍
し
く
大
い

に
見
剛
を
広
め
た
そ
う
だ
。
人

力
車
を
見
た
の
も
そ
の
時
が
は

じ
め
だ
っ
た
。

十
七
歳
の
時
に
、
北
海
道
英

国
町
の
ニ
シ
ン
場
の
網
元
で
あ

る
叔
父
白
川
轡
蔵
の
と
こ
ろ
に

行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て

三
十
歳
こ
ろ
に
は
こ
の
網
元
の

大
番
頭
（
支
配
人
）
に
な
っ
た
。

こ
の
制
度
は
、
出
稼
者
が
安

心
し
て
就
労
で
き
る
よ
う
就
労

事
故
見
舞
金
制
度
を
。
‐Ｄ

知
っ
て
い
ま
す
か

六
百
円
で
大
き
な
安
心
を

●

与
小
膣
や
小
学
校
で
勉
強
し
た

の
が
大
変
役
に
立
っ
た
と
い
う
。

そ
の
頃
に
は
こ
れ
ら
の
学
校
で

勉
強
し
な
い
人
が
多
く
、
そ
の

人
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
文
筒
で
あ

っ
た
の
だ
。
ま
た
角
様
で
仕
嚥

を
覚
え
た
こ
と
も
あ
と
で
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
こ
ろ
ニ
シ
ン
漁
が
は
じ

先
で
聯
故
に
あ
っ
た
と
き
、
ま

た
は
留
守
宅
が
火
災
に
あ
っ
た

葛
~

ま
る
季
節
に
な
る
と
、
父
は
岫

郷
し
、
毎
年
五
・
六
百
人
も
の

雁
い
人
夫
を
祁
蠅
各
地
や
枕
川

方
面
か
ら
細
ん
で
巡
れ
て
い
っ

た
。
仕
堺
の
関
係
で
、
北
海
通

庁
そ
の
他
の
役
所
に
行
く
こ
と

か
多
か
っ
た
の
で
、
金
木
の
虎

睡
の
「
甘
露
悔
」
や
大
サ
「

金
木
八
紫
」
な
ど
銘
巣
を
州
袴

品
と
し
て
た
く
さ
ん
買
っ
て
持

っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

網
元
白
川
螺
蔵
の
隆
男
と
次

男
が
金
木
町
の
丹
場
家
の
娘
を

嫁
に
断
っ
て
い
る
関
係
か
ら
、

ニ
シ
ン
場
の
澁
金
時
代
に
は
丹

場
家
で
料
亭
を
や
っ
て
い
た
。

そ
の
こ
ろ
が
商
砂
吾
楼
の
全
椛

期
だ
っ
た
が
、
ニ
シ
ン
が
姫
れ

な
く
な
り
、
網
元
が
さ
び
れ
る

に
し
た
が
っ
て
、
全
盛
を
き
わ

め
た
商
砂
吾
楼
も
昭
扣
の
初
期

に
つ
い
に
終
わ
り
を
と
げ
た
の

で
あ
る
。

と
き
兇
舞
金
を
給
付
す
る
も
の

で
す
。
一
カ
月
以
上
一
年
未
枇

の
出
稼
者
な
ら
ど
な
た
で
も
加

入
で
き
ま
す
。
掛
金
は
年
間
一

人
六
百
円
で
す
。

申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、

役
場
町
民
裸
出
稼
係
へ
ど
う
ぞ

出′j、沢藤白iltn『|]i_It
中山IⅡ旧llll;ル川村バル
内 ゆ加
元有ず昌fⅡ奈II!
F豪布子子irl:顕美奈

－ご誕生-

おめでとう

６
Ⅱ
８
日
１
１
日

８
９
８
１
１
日
０
８
１
０
０
０ 縄

雌
籠
で
は
み
な
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
・
竹
剛

Ｚ
一
口
４

を
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
か
州
い
た
作
文
や
、

お
も
し
ろ
い
写
典
に
八
十
作
ぐ
ら
い
の
悦
明
を
つ
け

て
係
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
よ
り
楽
し
い
広
報
紙
を

み
な
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
四
月
分
胴
出
）

（
他
二
金
水

一一、

光
.］『

フム
､一

へ へへへへへへ

雌一筏ギロ正照好
迭－1i;穂行男三
一一一一､-〆郎

Ｄ
Ｏ
■
Ⅱ
■
Ｊ
Ⅱ
８
日
８
０
０
■
８
９
■
９
■
Ｕ
Ⅱ
Ｄ
ｂ
ｌ
ｂ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
８
０

Ｉ
Ⅱ
６
０
０
０
日
■
０
０
■
０
■
■
Ⅱ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
Ⅱ
８
８
０
０
日
■
■
０
０
０
９
０
８
０
■
■
９
０
■
。
Ｄ
Ⅱ
８
８
０
０
８
０
Ⅱ

〃〃 〃 〃〃 〃 〃 〃

●
北
蝿
洋
ｆ
（
唯
一

樹
下
か
す
み
（
優
）

炉
山
刊
彦
（
止
夫
）

金
本
股
仲
（
《
止
慌
）

秋
叱
忍
（
優
）

小
松
哩
紀
宗
払
）

剃
岫
郁
災
（
寛
一
三

押
川
忠
（
修
論
）

今
哩
栄
ｆ
（
忠
栄
）

泉
谷
滴
迄
（
肺
兜
）

伊
‐
北
岡
英
災

■
Ｌ
ｃ
０
４
争
甲

肌
Ⅱ
曲
心
測

〈
几
Ⅱ
刷
出
分
）

佐
膿
干
忠
ｆ
（
彰
）
金
木

菊
地
咲
代
（
巾
男
）
斑
湘

腺
川
棚
帷
莱
（
寛
）
〃

鴫
海
友
ｒ
（
椰
樹
）
〃

棟
方
美
暢
（
柾
雄
）
〃

大
砺
縦
子
（
行
雄
）
金
水

占
旧
か
ほ
り
（
繁
）
〃

竹
谷
大
介
（
正
艦
）
謀
良
巾

腫
尾
知
（
美
雛
広
）
金
水

杣
内
溌
栄
（
攝
逸
）
〃

川
村
典
捌
ｆ
余
辿

〆一〆へ

｜城ノ兇
一一一

、､‘J：
E3

〃良〃
IIj

ｆ
Ｆ
ｌ

Ｏ
Ｌ
学
唖

〃〃 〃〃 〃 〃 〃〃 〃

i1M
Bp”1

松
川
帷
丹
（
雅
摘
）
酷
揃

原
川
楜
巳
（
弘
昨
竺
中
柏
木

典
Ⅲ
池
代
（
峨
醐
）
蝿
揃

原
川
し
の
ぶ
（
作
光
）
命
木

、
川
稚
也
（
ｒ
）
〃

菊
地
早
附
（
巾
記
綺
）
溌
蹴

阿
部
慨
丹
（
竹
兵
）
〃

沢
川
に
学
（
耕
作
）
金
木

沢
川
が
隅
（
穀
）
離
棚

川
中
将
也
（
慌
男
）
金
水

工
藤
沙
希
ｆ
（
陣
比
占
）
金
水

今
喬
織
（
正
二
喜
良
巾

肝
呂
和
宏
（
幸
市
）
路
紬

西
村
如
生
（
健
三
）
金
木

乗
川
曳
実
（
明
博
）
響
良
市

棟
方
八
川
（
政
俊
）
余
木

内
川
恭
鵬
（
修
）
〃

〈
吟
祇
価
幟
雇
竿
社
郵
一
》
雑
岬

（
鰄
岬
韮
極
一
誹
幟
一
畔
力
耐

へ
秋
沁
秀
棚
（
兜
雄
）
嘉
瀬

一
叶
川
祁
忠
（
茂
夫
）
岬
岡
県

（
峠
竹
岬
確
一
帳
搾
一
》
韓
鋤

－ご結婚－

おめでとう
（
川
川
届
州
分
） |’

一一

（7）
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金…木…だ翼龍麓…よ…り

ヘ
大
砺
階
之
（
浩
一
秤
良
市

一
白
川
百
美
子
壺
皿
英
雄
）
金
木

（
謎
石
典
理
諦
一
峠
卜
歩
認
雑
岬

（
割
細
悠
唾
誠
一
逵
鍔
一
岬
良
榊

（
榊
鋤
喉
埋
一
癖
非
）
誹
海
“

〈
咋
炉
あ
挫
稚
一
州
咋
刈
弛
岫
柚

〈
耐
“
州
耕
一
叩
確
一
“
所
榊

〈
“
剛
征
蓉
一
唖
砕
郵
惹
金
林

（
雛
多
轄
｛
懸
峠
）
幟
協

（
御
耐
岬
蹄
一
誕
壁
一
峰
』
鼎
淋

〈
唯
酔
早
抑
伽
一
州
帝
一
岬
挫
榊

（
皿
岬
鋤
蹄
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町の人口と世帯数

r男7,265人

人口｛女7．445人

ぃ汁14.710人

世,lif数3,887世'陥二
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叶
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町
内
一
円
に
無
線
放
送
施
設

の
建
設
が
、
五
千
万
円
ほ
ど
で

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

役
場
庁
舎
に
本
部
を
近
き
、
町

内
各
所
に
投
枇
さ
れ
る
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
へ
岻
波
を
流
し
て
、
お

知
ら
せ
、
災
苫
怖
報
等
を
伝
え

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
回

随
板
と
述
い
、
町
内
一
斉
に
伝

わ
り
ま
す
の
て
と
て
も
便
利
で

す
。
ま
た
、
海
野
公
咽
内
の
太
宰

碑
が
建
っ
て
い
る
岬
か
ら
東
側

の
対
岸
ま
で
、
つ
り
怖
の
建
設

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
芦
野
湖
（
藤
枝
溜
池
）

Ｈ
辺
を
一
周
す
る
コ
ー
ス
が
で

き
、
散
歩
に
は
絶
好
の
場
所
に

な
り
ま
す
。

交
通
の
便
も
、
中
柏
木
か
ら

飯
摘
へ
の
雌
道
、
菩
良
市
か
ら

〃
森
巾
内
興
部
へ
の
県
辿
の
二

本
の
改
良
正
悔
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
〃
森
市
ま
で
単
で
四
十

血
分
で
行
け
る
ｕ
が
く
る
の
も

遠
く
あ
り
ま
せ
ん
。

観
光
の
町
『
金
木
』
が
い
ま

生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
稚
談
弓

編
集
後
記

舂壼

（8）


